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【経営理念】 

・社会に貢献する企業として永遠に躍進する 

・人材を育成し、若さあふれる企業として継続する 

・社会に認められ、社会に求められる企業としてあり続ける 

 

【環境経営方針】 

三島産業株式会社は、地域社会とともに発展していくためには、地球

環境の保全に配慮した経営を実践することが企業の持続的発展に必要

であると認識し、環境経営活動を継続して改善に取り組みます。 

 

 

【行動指針】 

１．環境負荷の低減並びに業務改善のために、以下の取り組みを行います。 

①：業務の見直しを行い、無駄･無理の排除を行います。 

②：事務所および現場で使用する電力･燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減を行います。 

③：一般廃棄物及び産業廃棄物の削減を行います。 

④：節水活動に取り組み、総排水量の削減を行います。 

⑤：化学物質の適切な管理を行います。 

⑥：環境配慮設計を行います。 

⑦：省エネ設備の営業を行います。 

２．環境関連法規や条例等を遵守します。 

３．社会奉仕活動に取り組みます。 

４．全社員に対して環境方針を周知･徹底し、環境活動に取り組みます。 
 

                                     三島産業株式会社 代表取締役 

竹内 太甫 

 

 

 
 

作成日：2022 年 10 月 3 日 
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会社概要 
【事業者名】 

：三島産業株式会社 

【代表者名】 

：代表取締役 竹内 太甫 

【所在地】 〔本店〕 

：〒720-1131 広島県福山市駅家町万能倉 1295 番 1 

TEL：（084）976-1531 FAX：（084）976-6434 

〔笠岡営業所〕 

：〒714-0081 岡山県笠岡市笠岡 5600 番地の 13 

         TEL：（0865）63-3594 FAX：（0865）63-2363 

〔舗装・資材センター〕 

：〒720-1132 広島県福山市駅家町倉光 74 番 1 

         TEL：（084）976-1535 FAX：（084）976-8234 

 

【環境管理責任者】 

：総務経理部 次長 吉岡 照展 

【環境事務局担当者】 

：総務経理部 職員 清水 雄太 

【事業内容】 

      ：土木構造物、建築物及び住宅設計、施工及び付帯サービス（定期点検） 

【事業規模】 

創 立 大正 11 年 4 月  売 上 高 

設 立 昭和 24 年 3 月 平成 27 年 8 月期 51 億 2100 万 

資 本 金 9500 万円 平成 28 年 8 月期 51 億 1200 万 

事 業 年 度 9 月 1 日～翌年 8 月 31 日 平成 29 年 8 月期 57 億 9800 万 

従 業 員 数 80 名 平成 30 年 8 月期 55 億 4300 万 

床面積（本社） 1,372.28 ㎡ 令和 1 年 8 月期 54 億 300 万 

（笠岡営業所） 460.75 ㎡ 令和 2 年 8 月期 33 億 200 万 

（舗装・資材センター） 192.78 ㎡ 令和 3 年 8 月期 39 億 1300 万 
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会社概要 
【建設業許可】 

・区 分：広島県 

・許 可 番 号：国土交通大臣許可（特-3）第 24133 号 

・許 可 年 月 日：令和 3 年 8 月 25 日 

・許可有効年月日：令和 8 年 8 月 24 日 

・建設業の種類：土、建、大、左、と、石、屋、管、タ、鋼、筋、舗、しゅ、板、ガ、塗、防、

内、絶、具、水、解  

 

【産廃収集運搬許可】 

・許 可 区 域：広島県 

・許 可 番 号：第 03407164162 号 

・許 可 年 月 日：令和 4 年 1 月 16 日 

・許可有効年月日：令和 9 年 1 月 15 日 

・事 業 の 区 分：収集運搬 

・積 替 保 管：無 

・産廃収集運搬量：95.64ｔ 

・廃棄物の種類：汚泥、廃プラスチック類、金属くず、 

ガラス・コンクリート・陶磁器くず、がれき類 

【保有車両台数及び主要施工機械設備】 

保 有 車 両 主 要 施 工 機 械 設 備 

車 種 台 数 機 械 名 台 数 

4ｔユニック 1 モーターグレーダー 1 

3.5ｔダンプ 1 ロードローラー 1 

3ｔダンプ 2 タイヤショベル 1 

2ｔダンプ 1 コンバインドローラー 2 

ダブルピック 2 フィニッシャー 1 

マイクロハイエース 1 パワーショベル 2 

軽四 4 台車 1 

合計 12 合計 9 
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実施体制 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【役割及び責任】 

代表者 

・代表者として EA21 に関する全ての責任と運用についての権限を持つ。 

・環境方針の策定・見直しを行うとともに、全従業員に周知する。 

・EA21 の取り組み状況について、全体の評価と見直しを実施する。 

・EA21 責任者の任命及び環境への取り組みを適切に実施するための資源を準備する。 

環境管理責任者 

・EA21 の構築・実施・管理を行う。 

・EA21 事務局の作成する書類等を確認し、承認する。 

・環境活動の取組状況を確認し、評価を行う。 

・取組における問題点の是正・予防処置を行う。 

・環境経営システムの運用状況を代表者に報告する。 

環境事務局 

・環境目標及び環境活動計画の原案を作成する。 

・環境活動の実績を把握し、集計する。 

・環境コミュニケーションの受付窓口を行う。 

・環境経営レポートの作成を行う。 

各部責任者 

・EA21 の取組内容を把握し、従業員へ周知をさせる。 

・部門内における環境教育訓練を実施する。 

・EA21 に関連する事項について、EA21 事務局の支援を行う。 

建設現場担当者 

・建設現場において EA21 を実施する。 

・建設現場において環境目標及び環境活動計画を実施する。 

・環境関連法規や条例を遵守する。 

社員 
・環境方針の理解と環境活動の取組に対する重要性を認識する。 

・環境活動に自主的・積極的に取り組み、無駄・無理の排除を行う。 

代表者 

竹内 太甫 

環境管理責任者 

吉岡 照展 

責任者 

社員 

総務経理部 

購買部 

（本社） 

責任者 

社員 

営業部 

（笠岡営業所） 

責任者 

社員 

建築部 

責任者 

社員 

土木部 

責任者 

社員 

舗装・    

資材センター 

環境事務局 

清水 雄太 

建設現場 
担当者 

社員 

社員 協力会社 社員 

EA の対象外： 
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環境経営目標 
【全体】本社、笠岡営業所、舗装・資材センター、建設現場 

取 組 項 目 単位 
2020 年度 

実績値 

2021年度 

目標値 

(20年度比-1％) 

2022年度 

目標値 

(20年度比-2%) 

2023年度 

目標値 

(20年度比-3％) 

2024年度 

目標値 

(20年度比−4％) 

2025年度 

目標値 

(20年度比−5％) 

【二酸化炭素排出量】 

電力 kWh 230,457 228,152 225,848 223,543 221,239 218,934 

ガソリン ℓ 52,561 52,035 51,510 50,984 50,459 49,933 

軽油 ℓ 41,581 41,165 40,749 40,334 39,918 39,502 

【産業廃棄物排出量】 

産業廃棄物排出量 ｔ 3,613 3,577 3,541 3,505 3,468 3,432 

【産業廃棄物再資源化率】 

産業廃棄物再資源化率 ％ 53      

【廃棄物排出量】 

一般廃棄物 ㎏ 6,350 6,287 6,223 6,160 6,096 6,033 

【水使用量】 

上水 ㎥ 1,796 1,778 1,760 1,742 1,724 1,706 

【化学物質の適正管理】  適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 

【環境配慮設計の推進】 ％ 100 100 100 100 100 100 

【省エネ設備の営業】 件 36 36 36 36 36 36 

・環境負荷（二酸化炭素、廃棄物、水使用量）について、2020年度比-1％ずつ削減する。 

・電力の二酸化炭素排出係数は、中国電力 0.521（㎏-CO2/kWh）使用 
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環境経営目標 
【本社】 

取 組 項 目 単 位 
2020年度 

実績値 

2021年度 

目標値 

(20年度比-1％) 

2022年度 

目標値 

(20年度比-2％) 

2023年度 

目標値 

(20年度比-3％) 

2024年度 

目標値 

(20年度比−4％) 

2025年度 

目標値 

(20 年度比−5％) 

【二酸化炭素排出量】 

電力 kWh 93,314 92,381 91,448 90,515 89,581 88,648 

ガソリン ℓ 23,303 23,070 22,837 22,604 22,371 22,138 

軽油 ℓ 4,754 4,706 4,659 4,611 4,564 4,516 

【廃棄物排出量】 

一般廃棄物 ㎏ 6,350 6,287 6,223 6,160 6,096 6,033 

【水使用量】 

上水 ㎥ 1,081 1,070 1,059 1,049 1,038 1,027 

【環境配慮設計の推進】 ％ 100 100 100 100 100 100 

【省エネ設備の営業】 件 36 36 36 36 36 36 

【笠岡営業所】 

取 組 項 目 単 位 
2020年度 

実績値 

2021年度 

目標値 

(20年度比-1％) 

2022年度 

目標値 

(20年度比-2％) 

2023年度 

目標値 

(20年度比-3％) 

2024年度 

目標値 

(20年度比−4％) 

2025年度 

目標値 

(20年度比−5％) 

【二酸化炭素排出量】 

電力 kWh 5,398 5,344 5,290 5,236 5,182 5,128 

【水使用量】 

上水 ㎥ 22 22 22 21 21 21 

【環境配慮設計の推進】 ％ 100 100 100 100 100 100 

【省エネ設備の営業】 件 36 36 36 36 36 36 

【舗装・資材センター】 

取 組 項 目 単 位 
2020年度 

実績値 

2021年度 

目標値 

(20年度比-1％) 

2022年度 

目標値 

(20年度比-2％) 

2023年度 

目標値 

(20年度比-3％) 

2024年度 

目標値 

(20年度比−4％) 

2025年度 

目標値 

(20年度比−5％) 

【二酸化炭素排出量】 

電力 kWh 18,293 18,110 17,927 17,744 17,561 17,378 

【水使用量】 

上水 ㎥ 87 86 85 84 84 83 

【化学物質の適正管理】  適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 

【建設現場】 

取 組 項 目 単 位 
2020年度 

実績値 

2021年度 

目標値 

(20年度比-1％) 

2022年度 

目標値 

(20年度比-2％) 

2023年度 

目標値 

(20年度比-3％) 

2024年度 

目標値 

(20年度比−4％) 

2025年度 

目標値 

(20年度比−5％) 

【二酸化炭素排出量】 

電力 kWh 113,452 112,317 111,183 110,048 108,914 107,779 

ガソリン ℓ 29,258 28,965 28,673 28,380 28,088 27,795 

軽油 ℓ 36,827 36,459 36,090 35,722 35,354 34,986 

【産業廃棄物排出量】 

産業廃棄物排出量 t 3,613 3,577 3,541 3,505 3,468 3,432 

【産業廃棄物再資源化率】 

産業廃棄物再資源化率 ％ 53      

【水使用量】 

上水 ㎥ 606 600 594 588 582 576 
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環境経営計画 
環 境 経 営 目 標 実 施 期 間 対 象 達成手段 

Ⅰ：二酸化炭素排出量の削減 

①【電力使用量の削減】 

・昼休みなど、不必要な時は消灯している。 通年 本、笠、舗、現 電力の使用量削減の為に、照明

や空調は不使用の際は電源を切

る事で、節電を行います。また更

なる削減の為にクールビズやウ

ォームビズ等の服装の工夫、グ

リーンカーテンの設置等により

無駄な電力を削減します。 

・パソコン等のOA 機器は、省エネ設定にしている。 通年 本、笠、舗、現 

・空調の温度管理（冷房：28℃ 暖房：20℃）を徹底して適切に使用する。 冷房：6月～9 月 暖房：11 月～2 月 本、笠、舗、現 

・クールビズ、ウォームビズの実施。 通年 本、笠、舗、現 

・グリーンカーテンの設置。 6月～9月 本 

②【燃料使用量の削減】 

・燃料消費の少ない施工方法を採用する。 通年 舗、現 燃料の使用量削減の為に、効率の

良い運転コースの設定、省エネ運

転の推進等を行う事で燃料の削

減を行います。また更なる削減の

為に、車両の定期点検、過積載の

禁止を行う事で燃費の向上を目

指します。 

・アイドリングストップ、省エネ運転を実施する。 通年 舗、現 

・荷物の過積載を禁止する。 通年 舗、現 

・建設機械や車両の点検整備を実施する。 通年 舗、現 

Ⅱ：廃棄物排出量の削減 

① 【一般廃棄物排出量の削減】 

・使用済み用紙を積極的に再利用する。 通年 本、笠、舗、現 一般廃棄物の排出量削減の為に、

排出した廃棄物は資源ゴミや可

燃ゴミ等に適切に分別を行う事

により排出量の削減を行います。

また書類の電子化を行う事によ

り書類の削減を目指します。 

・社内 LANによる資料の電子化を推進する。 通年 本、笠、舗、現 

・ゴミ分別を徹底する。 通年 本、笠、舗、現 

・5S(整理、整頓、清掃、清潔、躾)活動を実施する。 通年 本、笠、舗、現 

② 【産業廃棄物排出量の削減】 

・産業廃棄物の発生抑制とリサイクルを促進する。 通年 舗、現 産業廃棄物の排出量削減の為に、

廃棄物の種類別の分別、施工方法

の見直しによる資材ロスの削減

等を行う事により排出量の削減

を目指します。 

・施工時の品質管理を徹底する。 通年 舗、現 

・施工時の資材ロス低減に努める。 通年 舗、現 

③ 【産業廃棄物再資源化量の増加】 

・3R、ゼロエミッション施工の推進を行う。 通年 舗、現 再資源化量の増加の為に、資源ゴ

ミや可燃ゴミ等に適切に分別を

行い、再資源化の促進を行いま

す。また更なる増加を目指す為

に、建設現場での再利用を促進す

る事により増加を目指します。 

・仮設材等の再利用の促進を行う。 通年 舗、現 

・建設現場などで発生する混合廃棄物の分別の徹底。 通年 舗、現 

・建設副産物の再利用率の向上。 通年 舗、現 

Ⅲ：水使用量の削減 

・節水の呼びかけの掲示を行う。 通年 本、笠、舗、現 水道の使用量削減の為に、日常的

に節水を行い、削減を行います。

また更なる削減を目指す為に、雨

水や川の水等を使用する事で使

用量の削減を目指します。 

・自動水栓の設置を行う。 通年 本、笠、舗、現 

・日常的に節水を行う。 通年 本、笠、舗、現 

Ⅳ：化学物質の適正管理 

・化学物質の適切な管理を行う。 通年 舗、現 化学物質の適正管理の為に、使用

量や種類の記録を残す事で管理

を行います。また使用後は必ず保

管を行い、流出防止を行います。 

・有害物質の流出防止対策を行う。 通年 舗、現 

・危険性の少ない消毒液を使用している。 通年 舗、現 

Ⅴ：業務改善 

・環境配慮型工法を採用する。 通年 本、笠 業務改善の為に、自然環境に配慮

した施工方法の採用、作業員への

空調服の貸与等を行い、業務改善

を行います。 

・環境負荷の少ない施工方法を採用する。 通年 本、笠 

・作業員への空調服の貸出を行う。 通年 舗、現 

Ⅵ：社会奉仕活動 

・本社周辺の清掃を行う。 通年 本 地域ボランティア活動に積極的

に参加を行い、社会奉仕活動を行

います。 ・地域ボランティア活動へ参加する 通年 本 

【対 象】本社：本  笠岡営業所：笠  舗装・資材センター：舗  建設現場：現 
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実績 
【全体】本社、笠岡営業所、舗装・資材センター、建設現場 

取 組 項 目 単 位 
2021年度 

（2021年 9月～2022年 8月） 
2021年度  

達成率 
目 標 実 績 

【二酸化炭素排出量】 

電力 kWh 228,152 234,950 97％ 

ガソリン ℓ 52,035 39,699 131％ 

軽油 ℓ 41,165 59,163 66％ 

総 CO2 排出量 ㎏-CO2  387,680  

【廃棄物排出量・再資源化率】 

【産業廃棄物】 

排出量 ｔ 3,577 5,792 62％ 

再資源化率 %  31  

【一般廃棄物】 

排出量 ㎏ 6,287 3,150 200％ 

【水使用量】 

上水 ㎥ 1,778 1,807 98％ 

【化学物質の管理】  適正管理 適正管理  

【環境配慮設計の推進】 ％ 100 100 100％ 

【省エネ設備の営業】 件 36 36 100％ 

・環境負荷（二酸化炭素、廃棄物、水使用量）について、2020年度比-1％ずつ削減する。 

・電力の二酸化炭素排出係数は、令和 3年度の電気事業者別調整後排出係数(中国電力)による。【中国電力：0.521（㎏-CO2/kWh）】 

 

 

【全体】の目標に対する評価 

本社、笠岡営業所、舗装・資材センター、建設現場の会社全体での環境項目の削減はガソリンが使用量の削減を達成する事ができまし

た。しかし、電力と軽油の使用量は削減が未達成となった。電力の使用量が増加した理由として空調や照明の長時間の使用により増加

したのだと考えられます。軽油の使用量が増加した理由として、遠隔地での工事が多くあり工事車両の移動により軽油の使用量が増加

したのだと考えられます。産業廃棄物の排出量が増加した理由として工事等が多くあった事により産業廃棄物の排出量が増加したのだ

と考えられます。今後は未達成となった環境項目の削減達成を目指します。 
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211,999 48,220 26,455 230,457 52,561 41,581 234,950 39,699 59,163 

電力（kWh） ガソリン（ℓ） 軽油（ℓ）

3年間の実績の比較

19年度 20年度 21年度



実績 
【本社】 

取 組 項 目 単 位 

2021 年度 
（2021 年 9 月～2022 年 8 月） 2021年度   

達成率 
目 標 実 績 

【二酸化炭素排出量】 

電力 kWh 92,381 93,777 99％ 

ガソリン ℓ 23,070 22,133 104％ 

軽油 ℓ 4,706 4,626 102％ 

総 CO2 排出量 ㎏-CO2  132,186  

【廃棄物排出量】 

一般廃棄物 ㎏ 6,287 3,150 200％ 

【水使用量】 

上水 ㎥ 1,070 892 120％ 

【環境配慮設計の推進】 ％ 100 100 100％ 

【省エネ設備の営業】 件 36 36 100％ 

 

【本社】の目標に対する評価 
本社で行っている環境削減項目の削減は電力と燃料、一般廃棄物、水道の使用量削減は全ての項目で削減を達成する事ができた。削減
を達成する事ができた理由として、電力と燃料は必要最低限の使用、無駄な使用の削減を行った事により削減を達成する事ができた。
一般廃棄物の適切な分別と廃棄を行った事により、排出量の削減を達成する事ができました。水道の使用量削減は適切な使用と無駄な
使用の削減を行った事により、水道の削減を達成する事ができた。 
 

【笠岡営業所】 

取 組 項 目 単 位 

2021 年度 
（2021 年 9 月～2022 年 8 月） 2021年度   

達成率 
目 標 実 績 

【二酸化炭素排出量】 

電力 kWh 5,344 5,716 93％ 

総 CO2 排出量 ㎏-CO2  3,098  

【水使用量】 

上水 ㎥ 22 22 100％ 

【環境配慮設計の推進】 ％ 100 100 100％ 

【省エネ設備の営業】 件 36 36 100％ 

 

【笠岡営業所】の目標に対する評価 
笠岡営業所で行っている削減目標の結果、電力の使用量削減は21年度の削減達成率は上昇した。削減ができた理由として、照明や空
調の適切な使用、無駄な使用の削減を行った事により電力の削減を達成する事ができた。今後は削減率 100％を目指す為に、適切な使
用を行なう、無駄な使用の削減を行う事により達成率100％を目指します。 
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実績 
【舗装・資材センター】 

取 組 項 目 単 位 
2021 年度 

（2021 年 9 月～2022 年 8 月） 2021年度   
達成率 

目標 実績 

【二酸化炭素排出量】 

電力 kWh 18,110 21,685 84％ 

総 CO2 排出量 ㎏-CO2  11,880  

【水使用量】 

上水 ㎥ 86 88 97％ 

【化学物質の適正管理】  適正管理 適正管理  

 

【舗装・資材センター】の目標に対する評価 
舗装・資材センター等で行っている環境目標の削減の結果は、電力、灯油、水道の全ての環境項目で削減が未達成となった。電力と灯
油の使用量が増加した理由として、照明の使用、空調やストーブ等の多用により電力と灯油の使用量が増加した。水道の使用量が増加
した理由として、粉塵飛沫防止の散水等により使用量が増加したため目標未達成となった。 

 

【建設現場】 

取 組 項 目 単 位 

2021 年度 
（2021 年 9 月～2022 年 8 月） 

2021年度   
達成率 

目標 実績 

【二酸化炭素排出量】 

電力 kWh 112,317 113,772 99％ 

ガソリン ℓ 28,965 17,566 165％ 

軽油 ℓ 36,459 54,537 67％ 

総 CO2 排出量 ㎏-CO2  244,906  

【産業廃棄物排出量】 

排出量 t 3,577 5,792 62％ 

【産業廃棄物再資源化率】 

再資源化率 ％  31  

【水使用量】 

上水 ㎥ 600 805 75％ 

 
 

【建設現場】の目標に対する評価 
建設現場等で行っている環境目標の削減の結果は、軽油・産業廃棄物・水道の削減項目を除いた全ての環境項目で削減を達成する事が
できた。軽油の使用量が増加した理由として、遠隔地での工事が多くあった事により使用量が増加したと考えられます。産業廃棄物の
排出量削減が未達成の理由として、解体工事等が多くあった事により廃棄物の排出量が増加した事が原因と考えられます。また水道の
使用量増加した理由として、工事の際に発生する粉塵飛沫防止の散水等で多くの水を使用した事により未達成となった。 
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主要な環境活動計画の内容・取り組み結果の評価 

 

取 組 計 画 取 組 手 段 次年度 

① 二酸化炭素排出量の削減 

【電気使用量の削減】 

昼休み、残業時など不必要な時は消灯している。 昼休みには、照明の消灯を行っている。 継続 

空調の適切な温度を徹底している。 その日の気温に合わせて適正温度を維持している。 継続 

クールビズ、ウォームビズを行うことにより、冷暖房の使用を抑える。 従業員へのクールビズ等が定着してきた。 継続 

グリーンカーテンを設置している。 直射日光の遮断ができ、室温上昇を抑制している。 継続 

【取組評価】 

電力の使用量削減の為に、昼休みの際は照明や空調の電源オフの徹底、OA 機器の省エネ設定等により電力の削減を目指しました。その結果、電力の削
減を達成する事ができました。今後は更なる削減を目指す為に適切な節電の継続を行ないます。 

【燃料使用量の削減】 

燃料消費の少ない施工方法や作業方法を採用している。 燃料消費の少ない施工方法を行っている。 継続 

建設機械の省エネ運転・アイドリングストップを推進する。 省エネ運転を促進して行っている。 継続 

建設車両への荷物の過積載を行わない。 過積載を行わないようにしている。 継続 

建設機械の事前事後の点検整備を怠りなく行っている。 車両等の定期点検を常に行っている。 継続 

【取組評価】 
燃料の使用量削減の為に、省エネ運転の促進、燃費の良い施工方法の採用等を行う事で燃料の削減を目指しました。その結果、燃料の削減を達成する事が
できました。今後も更なる削減を目指す為に適切な使用を継続して行うことにより削減を目指します。 

② 廃棄物排出量の削減 

【産業廃棄物排出量の削減】 

施工方法や作業方法を見直し、産業廃棄物の発生量を抑制する。 廃棄物の発生が少ない施工方法を採用している。 継続 

建設現場などで発生する廃棄物を分別して、再利用を行う。 廃棄物別に分別を行い、再資源化をしている。 継続 

施工時、作業時における資材ロスの低減に努めている。 施工時には、必要最低限の資材の使用を行っている。 継続 

【取組評価】 
産業廃棄物の排出量削減の為に、工事現場等から排出された産業廃棄物の分別と再利用を行いました。その結果、排出量の削減は達成する事ができませ
んでした。今後は排出量削減を達成する為に、適切な分別と再利用の促進を行う事により削減を目指します。 

【一般廃棄物排出量の削減】 

裏紙が活用できる紙は可能な限り利用するよう工夫している。 裏紙の積極的な使用により、無駄をなくしています。 継続 

社内 LAN、データベースなどの利用による文書の電子化。 書類の電子化による紙の削減を行った。 継続 

廃棄物の分別回収ボックスによる、ゴミの分別を行う。 適切なゴミの分別を行い、廃棄をしている。 継続 

５S(整理、整頓、清掃、清潔、躾)活動を行っている。 ５S 活動を積極的に行っている。 継続 

【取組評価】 
一般廃棄物の排出量削減の為に、排出された廃棄物を資源ゴミや可燃ごみ等に適切に分別を行う事により排出量の削減を行いました。その結果、排出量
の削減が達成しました。今後も削減達成を目指す為に、適切な分別と排出を継続して行います。 

③ 水使用量の削減 

節水呼びかけの表示をしている。 適切な節水を行っている。 継続 

自動水栓を取り付ける。 自動化により節水を行なえた。 継続 

手洗い時、洗い物においては、日常的に節水を行う。 無駄な使用を行わないように意識している。 継続 

【取組評価】 
水道の使用量削減の為に節水を呼び掛ける掲示、無駄な使用の削減等を行った事により、水道の使用量削減を行いました。その結果、水道の使用量の削
減はあと少しで達成となった。今後は節水の促進と無駄な使用の削減を行う事で、使用量の削減の達成を目指します。 

④ 化学物質の適正管理 

化学物質について、経時的に把握し、記録・管理・削減に取り組む。 適切な管理、保管を行う。 継続 

建設現場などで使用する有害性の化学物質の流出防止に努める。 使用後は必ず指定場所に保管する。 継続 

【取組評価】 
建設現場等で行った化学物質を適切に管理する為に、使用量や種類の記録を残します。この記録から新規購入を行う際は必要最小限に抑える事で使用量
削減を行います。また化学物質の流出・飛沫を防止する為に、指定した場所への保管、仕切りを設ける等を行う事で流出防止を行います。 

⑤ 業務改善 

環境配慮型工法の採用や提案を行う。 環境に配慮した工法を採用している。 継続 

現場作業員への空調服の貸出を行う。 空調服の貸出を行う事により健康への配慮を行った。 継続 

【取組評価】 
会社で行っている業務改善の為に、環境に配慮した工法を提案する事で工事現場周辺の環境の保全を目指します。またその他の業務改善としてとして、
現場作業員が屋外で作業を行う際は、空調服の貸出等を行い作業員の健康に配慮を行っています。 

⑥ 社会奉仕活動 

本社周辺の清掃を行う。 本社周辺の清掃活動を行っている。 継続 

地域ボランティア活動への参加 ボランティア活動に積極的に参加する。 継続 

【取組評価】 
社会奉仕活動として、本社周辺の清掃活動、地域主催のボランティア活動に積極的な参加を継続して行います。 
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環境活動への取り組み 
【グリーンカーテン】 

夏場になると西日が差すことにより、部屋の室内の気温が上昇していきます。その対策として西側

にゴーヤの苗を植える事により、グリーンカーテンを設置しています。これにより西日の侵入を防

ぐ事により、室内の温度上昇の抑制の効果があります。またゴーヤも豊作で、社員だけでなくお客

様にも差し上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【空調服の貸与】 

地球温暖化の影響により、猛暑日が続くことが多くなってきております。そんな日に工事を行う

と、熱中症や脱水症状になる確率が高くなります。そんな従業員の健康を守り、作業効率の低下を

防ぐ為に空調服の貸与を行い、従業員の健康を守っています。
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安全への取り組み 
【三島産業㈱・三島会合同労働衛生研修会】 

例年、外部から講師をお招きし健康な体づくりの方法の研修会を開催しております。研修会では

主に、体調不良にならないための体づくり、自身の体の健康管理をしっかり行うことで夏場の熱

中症対策、自身の健康管理の方法などを学び安全、安心して働ける職場環境を作っています。 

【三島産業㈱・三島会合同安全大会】 

三島産業では、協力会社と合同で安全大会を実施しています。主に AED（自動体外式除細動器）

の使用方法、応急処置の手段、事故の対応方法を教わり、慌てることなく対処することができる

ようにしています。 

【避難・消火訓練】 

三島産業では毎年消防署の方にお越し頂き、避難・消火訓練を行いましたが、コロナ禍により一

部で出来ていません。しかし、手順を確認しました。2023 年秋頃に避難・消火訓練を実施する

予定です。 

 

 

 

【新型コロナウィルス感染症の拡大防止対策】 

三島産業では、従業員やお客様が安全・安心に仕事を行うことができるように消毒を常に行って

います。また、感染防止対策として  自動検温消毒装置の設置、アクリル板の設置を行い、感染

拡大防止に努め、引き続き実施します。 
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環境関連法規等の遵守状況の確認及び 

評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

適用法規名 適用項目 点検頻度・実施時期 
遵守 
状況 

騒音規制法 特定建設作業 作業敷地境界 85㏈以下 
工事開始の 7 日前までに市町村長に 
届出する。 遵守 

振動規制法 特定建設作業 作業敷地境界 75㏈以下 
工事開始の 7 日前までに市町村長に 
届出する。 遵守 

廃棄物処理法 

一般廃棄物 
ゴミの分別排出 随時 遵守 

収集運搬業許可証の保管 1回／年 遵守 

産業廃棄物 

① 保管基準の制定 
② 収集運搬･処理業者との契約 
③ 許可証写し確認･保存 

1回／年 遵守 

マニフェスト交付･保管 

① マニフェストの A,B2,D,E 票の返送
がなければ知事に３０日以内に報告
する。 

② マニフェストは 5年間保管 

遵守 

① 管理状況報告書の提出 
② 自社運搬の表示 
③ 書類の携帯 

毎年 5月末までに報告 遵守 

産業廃棄物処理計画書の提出 毎年 6月末までに報告 遵守 

消防法 
少量危険物 指定数量の 5 分の 1 以上を取り扱うとき あらかじめ、消防署に届出 遵守 

指定可燃物 指定可燃物の 5 倍以上を取り扱うとき あらかじめ、消防署に届出 遵守 

建設リサイクル法 分別解体等 

分別解体、再資源化の促進 

【対象工事】 

・80㎡以上の解体工事 

・500㎡以上の新築工事 

・1億円以上の新築・解体以外の工事 

・500万円以上の土木工事 

工事開始の 7 日前までに、県知事に

届出を提出する。 
遵守 

オフロード法 特定特殊自動車 
「排気ガス基準適合表示」の表示され
ている機械の使用 その都度 遵守 

家電リサイクル法 
エアコン、テレビ 

冷蔵庫、洗濯機 

小売店へ料金を支払い引き渡す又は、   
自治体指定の方法で引き取り依頼をする。 その都度 遵守 

フロン排出抑制法 業務用エアコン 
使用中：簡易点検 
廃棄時：回収依頼書の交付 

その都度 遵守 

・広島県環境基本条例 

・広島県生活環境の保全等に関
する条例 

 
① 生活環境への負荷の低減 
② 自動車の使用における配慮 

その都度 遵守 

水銀廃棄物ガイドライン 水銀使用製品廃棄物 
① 適切な保管･管理 
② 種類･数量の記載 

その都度 遵守 

PRTR 法 化学物質 
① 適切な保管・管理 
② 種類・数量の把握 

PRTR 制度対象物質を使用した場
合、SDS を取り寄せて物質の内容確
認を行う。 

遵守 

労働安全衛生法 化学物質 
① 適切な保管･管理 
② 種類･数量の把握 

SDS（安全データシート）で有害性
を労働者に周知を行う。 遵守 

大気汚染防止法 石綿含有材 建物を囲い込み解体を行う。 
作業開始 14日前までに知事に届出
を行う。 遵守 

新型コロナウィルス感染症対策
の基本的対処方針 

事業所 
① 「3 つの密」を避ける 

② 換気,手洗い,咳エチケット等の感染防止行動 

体温測定を行い、体温の記録を残す。
また適時消毒を行う。 

遵守 

建設業における新型コロナウィ
ルス感染予防対策ガイドライン 

建設現場 
① 「3つの密」の防止対策の徹底 
② 多くの人が触れる箇所の消毒 

体温測定を行い、体温の記録を残す。
また適時消毒を行う。 

遵守 

改正道路交通法 事業所 
① アルコールチェック 
② 目視での体調管理 

第三者が目視で確認を行い、記録を保管
する。 

遵守 
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環境関連法規への違反、訴訟等はありませんでした。なお、関連当局より違反等の指摘は、3年間ありません。 



 

 

代表者による全体評価と見直しの結果 
 

【 代 表 者 総 括 】 

 

エコアクション 21 認証・習得から 10 年以上が経過しました。 

その年ごとに受注数、工事規模、施工内容によってエネルギー消費量が大きく変化します。2021

年度は目標値に達成した項目が多かった。 

また、社内では長年の取り組みによりエコアクションの重要性を社員ひとりひとりが認識することに

よって、エコ意識をもち環境マネジメントシステムを更に進めていくように努力します。 

 

 

対象 変更の有無 評価 

環境方針 □有/■無 全社員が一丸となって事業所及び現場事務所で環境活動に取り組む。 

環境目標計画 □有/■無 特になし。 

実施体制 □有/■無 

HP を随時更新し、外部コミュニケーションツールとして活用し、社

内コミュニケーションにおいては作業の効率化と共に、事務所及び現

場事務所の整理・整頓に心掛け、資源の節約に努める。 
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